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１ 国外漢語教師来華研修項目とは
国外漢語教師来華研修項目とは，中国国家
の機関である「国家 」が主催する活動で
ある。ホームページでは http：／／www．han-
ban．edu．cn／hanyujiaoshi．php に記載されて
いる。ここの「 」の項目に
詳細があり，これによると，以下のように研
修が大きく分類されていることが分かる。
（ホームページの更新日時は２００８年１１月４日）
一，中小学漢語教師研修班
二，高校漢語教師研修班
三，専項技能提高班
四，中美合作研修班
五，開放式来華研修班
筆者の記憶では，筆者が申請した２００７年時
点ではここまで詳しく分かれておらず，「高
等」という分類がありその中に高校と大学の
教師が入っていたように覚えている。制度が
変更されたのであろう。
新しい制度に沿って少し詳しく見てみたい。
１１ 中小学漢語教師研修班
これは，主に母語別に班を分類している。
たとえば，最初に「
」と記されているが，
これはロシアの小中学生に中国語を教えてい
る教師対象である。そのほかにもスペイン，
ポルトガル，イタリア語を母語とするグルー
プ，フランス語を母語とするグループなど六
種類ある。
母語で分類してはいるが，それぞれの研修
目標がその言語にあわせて個別設定されてい
る点も特徴的である。
これらに共通している資格はHSK（中国
語を母国語としない中国語学習者のための，
中国教育部（日本の文部科学省に相当）が唯
一公認する中国語能力認定標準化国家試験）
の六級である。HSKは初級，中級，高級に
分かれており，六級から八級が中級で，六級
を取得していると，中国の大学の理系コース
に留学できる能力を有していると判断される。
受け入れ先もそれぞれ異なっており，得手
不得手など諸事情が関係していると思われる。
日本の場合は，「日本高中漢語教師研修班」
となっている。中国語の「高中」とは日本で
は高等学校に該当する。現在，日本の小中学
校で中国語教育を行っているところはほとん
どない。研修目標は「読み書き聞き取り話す，
の総合的な能力と，それに応じた教学能力の
向上。
日本語母語話者が中国語を学ぶ際によく見
られる間違いなどを系統的に理解し，過ちを
訂正するやりかた」である。
キーワード： 国外漢語教師来華研修項目，中国語教育，孔子学院
北星論集（文） 第４７巻 第２号（通巻第５３号） March ２０１０
― 83 ―
これらのように母語によって対象を分け，
固有の問題に応じて専門的に研修することは
非常に効果的であると思われる。
１２ 高校漢語教師研修班
ここでは，日本における総合大学，単科大
学，高等専門学校などの教師を対象としてい
る。１１と同じく，やはり国別，母語別に
三つに分類している。そのうち二つ，ロシア
とスペイン，ポルトガル，イタリア語母語を
対象としたクラスでの条件は，HSK六級で
同じだが，研修目標はより高度な教学的内容
になっている。
三つ目は「高校漢語教師普修班」で，上二
種以外の母語話者が参加するクラスである。
参加基準はHSK九級もしくは母語が中国語
（海外で指導している中国人ネイティブ）と
なる。HSK九級は高級レベル（九級から十
一級）となり，中国の大学院の授業に参加で
きるレベルである。日本の大学で指導してい
る教師などはおそらくこのクラスに分別され
ると思われる。研修目標は「中国語教学の基
本的な状況を理解し，学科を発展させて最新
の学術成果を得，理論や素養を向上させた完
全なる教師としての知識を身につけること」
である。
１３ 専項技能提高班
ここでは二つに分けられている。一つは
「普通話提高班」で，普通話とは中国におけ
る標準語を意味する。広東語などの中国語方
言を母語とする教師に対し，本人の標準語能
力と標準語教学技術を向上させて，「普通話
等級考試」合格の手助けをすることが目標
である。中国語が母語である教師対象のため，
中国語要求レベルはない。
もう一つは「現代教育技術応用専修班」で，
現代の教育技術の基本的な方法と技能を把握
して，中国語教学に利用する能力を備えさせ
る，というのが目標である。受講資格はHSK
九級もしくは母語（中国語）教師。このク
ラスはより専門的な教学技術を学ぶことがで
きると想像されるが，筆者が参加した際には
このような専門班は存在しなかった。非常に
残念でならない。
１４ 中美合作研修班
中は中国，美は美国つまりアメリカのこと
である。中国・アメリカ共同研修班という意
味である。これは孔子学院とACC漢語教師
培訓班が共同で行うクラスで，中国語能力の
みならず広く文化教養を身につけることを目
標とする。HSK五級以上が対象であり，比
較的低いレベルも受け付けている。海外で１
年以上教えた経験があるもの，ということに
なっている。
１５ 開放式来華研修班
このクラスは１５２０人規模の団体を受け付
けているものである。国外漢語教師もしくは
教学機構の申請による。
以上のように，国外漢語教師来華研修項目
は様々な母語や水準に応じてクラスを細かく
分別しているが，おそらくは２００８年に制度変
更されたものと思われる。そのため，筆者が
実際に参加した研修班とは異なるが，今後は
このような体制で実施されるのであろう。
２ 華東師範大学における２００９年度研修
筆者が参加したのは，国外漢語教師来華研
修項目における，２００９年度「国際漢語教師暑
期研修班」である。申請の際には履歴や職歴，
志望の動機，健康診断や上司による推薦文も
必要となる。
実際に国家 からメールで連絡が来たの
は五月初めである。（通知書の発行日は四月
二十八日）筆者の場合，北京師範大学が高中
（HSK六級レベル），華東師範大学が高等
（HSK九級レベル）という選択肢であった
ため，当初より華東師範大学を希望していた。
夏休み期間に実施されるクラスは二つに分け
られ，七月初めに開始されるのが北京師範大
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学，七月半ば過ぎに開始されるのが華東師範
大学であった。
筆者としては日本人クラスがあればそこに
参加して，日本語が母語である学生に対する
教学法を専門的に学びたいと望んでいたのだ
が，事務からの連絡によると「日本人はあな
た一人です」とのこと。職務との関係もあり，
当初から希望していた華東師範大学に参加す
ることにした。
期間は七月十七日～八月十四日の約四週間。
上海市にある華東師範大学の対外漢語学院で
授業が行われ，宿舎も校内にあるホテル，国
際交流服務中心の一室を用意された。研修
に参加した教師たちへの待遇は非常によく，
宿泊費無料，授業料無料，生活費１５００人民元
支給，中国語教学関係書物支給などである。
食事は自費で，大学内の食堂で食券を購入
して用いるか，大学内外のレストランを使用
するかであったが，食堂はお世辞にも清潔と
は言えず，外国人教師の大部分はあまり食堂
を活用していなかった。
クラスは母語が中国語で，海外で中国語を
教えている教師たちのクラスと，海外で中国
語を教えている外国人クラスの二つであった。
筆者は外国人クラス所属である。当初予定さ
れた外国人クラスの人数は１２人だったそうだ
が，実際に毎回出席するのは９人（インド，
ポルトガル，フィンランド，カナダ，イギリ
ス，白ロシア，日本）であった。
授業自体は三日目の月曜日から開始，午前
中は合同説明会があり，午後から早速授業が
始まった。筆者の所属するクラスでも，もち
ろん授業は中国語で行われ，参加した者たち
も中国語で質問，討論する。授業と講師は母
語（中国語）教師クラスと共通で，入れ替わ
る形で同じ授業を受けることになる。ただし，
授業によっては外国人クラスには少しレベル
を落としたり，話す速度を遅くするものもあった。
個人的な感想を言えば，外国人クラスの参
加者たちは驚くほど中国語がうまく，ネイティ
ブ並の速度で授業を受けても何ら問題はない
ように思えた。事実，「もっと速く話してく
ださい」と注文する場面も少なからず見られた。
四週間のスケジュールは以下の通りである。
（午前 ８：３０１０：００ １０：１５１１：４５
午後 １３：３０１５：００ 放課後）
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以上が，最初に渡されたスケジュールとな
る。コンピューターの故障で教室が使用でき
ないことや，教師の病気欠席などもあり，多
少の変更はあったが基本的にはスケジュール
表通りであった。
課外活動は二クラス合同で，この費用も中
国側が負担してくれた。上海市内や近郊を大
学所有のバスで移動して見学したが，ほとん
ど現地集合現地解散で，自由に行動できたの
でとても便利に感じた。
授業内容については，それぞれの講師によっ
ても差違はあるが，印象に残ったものを幾つ
か紹介したい。
外国人クラスの，大学で教えている参加者
に好評だったのが，ベテランの毛世氏であ
る。担当科目は，漢語語音知識と外国学生的
語音分析，教師素質：漢語普通話水平測試の
三つである。非常に美しい標準語を使用し，
また豊富な経験に基づいた詳細且つわかりや
すい授業内容で，母国語クラスの参加者たち
が，廊下に並んで質問待ちしていたほどであ
る。どれも印象深いが，筆者にとってはやは
り外国学生的語音分析の授業が特に興味深かっ
た。様々な母国語の影響による語音の問題は
もとより，中国人の方言による問題にも言及。
中国では公務員に漢語普通話水平考試（PSC）
の合格を要求しており，一般の中国人にとっ
てもいかに標準語が難しいかを物語っている
といえよう。
現在，日本で中国語を教えているネイティ
ブ（中国人）のどれだけがこの資格を有して
いるかは分からないが，今後，日本で語学教
師として雇う際，基準の一つとして考慮して
もよいのではないかと思われる。母語話者だ
から教えられるというのは，誤った考えであ
る。発音一つとっても方言の強い教師がいる
のも事実で，「自身の発音こそが標準である」
と思い込んでいる場合もあり，本当の意味で
の標準語をきちんと発音できるか，という点
においても留意せねばならないだろう。
母語話者による海外での中国語教師の資格
としては，中国国家が「国際漢語教師標準」
を制定している。さらに，普通話水平考試
に合格していることも望ましい，とのことで
ある。
たとえば，中国で日本語教師をする場合，
以前は日本人というだけで良かったが，昨今
は日本語教師の資格を求められることが増え
ていると聞く。同様に中国語教師にも，一定
の共通した資格を求めるべきではないだろう
か。
語法教学を担当された呉中偉氏の授業も，
非常に有益であった。外国人教学が専門だけ
に，具体例が豊富で，どのように間違うのか，
それをどのように訂正し，教えるのかといっ
たノウハウを惜しげもなく披露しつつ，体系
的な語法論を展開。特に高校生や中学生を教
えている参加者に好評で，授業後は全員が書
店に走り，氏の著した教科書や参考書を買い
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求めたほどである。
すべての授業は教学，専門，文化の三種類
に大別できた。文化では実際に切り紙をした
り書道をしたりと，解説と実践がセットになっ
ていたが，参加者によっては欠席の多い科目
でもあった。専門分野は文学や語学，経済学
などで，筆者としては興味深いものであった。
しかしあくまでも初歩の段階にとどまり，日
本の大学生が学ぶような内容であったことは
否めない。物足りなさを感じたものの，参加
者の専門分野に対するレベルはバラバラであっ
たため，仕方のないことだったのかもしれな
い。
参加者全員が最も集中したのは，やはり教
学に関する科目であった。児童に教える立場
から大学院で指導する立場まで様々ではあっ
たが，教学はそのすべてに共通する分野であ
る。勢い，授業後もクラスの中で討論が始ま
り，「これは我が国には当てはまらない」「こ
れは華僑には向かない方法だ」などと情報交
換が盛んに行われた。
教学分野の授業で筆者が感じたのは，欧米
からの留学生に対する研究が中心であり，具
体例も説明もほとんどがそれに対応するもの
だということである。日本人にはまず無理だ
なという方法が多く，文化の違いを感じた。
できれば日本人対応の教学も学びたかったの
だが，残念ながら今回のこの研修に参加した
日本人は筆者一人であったため，特別に日本
人対策という内容は開いてはもらえなかった。
ただし，時折「日本人はこうだろう」とい
う例が挙がり，筆者に同意を求められること
があったのだが，かなりの割合で「それは以
前の日本人です。今の日本人には少ないタイ
プです」と答えることが多かった。ステロタ
イプな日本人像ができあがってしまっている
のではないか，現状認識がやや遅れ気味なの
ではないかという危惧を抱いた。
とはいえ，実際に現在も日本人留学生を教
えている講師もいることから考えると，欧米
人と比較すれば今なお旧式な日本人像で通じ
るということなのかもしれない。またよく似
ているということで，日本人と韓国人が挙げ
られたが，筆者からすると，それほど似てい
るようにも思えないのだが。これも文化的な
見方の違いなのだろうか。
ちなみに筆者が研修期間に記録したノート
はA５で約８０ページに及ぶ。ほとんどの授
業がパワーポイントを用いて行われ，資料配
付はあまりなく，もっぱら聞き書きが中心で
あった。後に頼んでパワーポイントのデータ
の一部をUSBメモリにコピーさせてもらっ
て，少し楽になったのだが。
クラスメートは各国からの代表ということ
で，非常に流暢に中国語を操り，授業でも討
論でも全く何の問題もなかった。それどころ
か，筆者以外は全員英語も得意で，国によっ
ては数カ国語できるのが当たり前という環境
もあると知り，驚くと同時に反省した次第。
年齢は二十代半ばから四十代まで，常に参加
した九名では男性が一名，残りが女性であっ
た。最初から参加しなかった者や，すぐに帰
国してしまった者もいたが，どうやら授業の
中国語レベルについていけなかったのが原因
の一つらしい。
実際，HSK九級以上の高等班を募集して
いたにもかかわらず，参加者の都合により，
高中班や中小班なども混在したクラスとなっ
ていた。授業展開は基本的に高等向けであっ
たから，参加者によっては望む教学方法とは
異なっていたのではないかと推察される。お
そらくはそういった理由から，２００８年の秋に
内容が一新され，研修班が細かく分類された
のではないかと思われる。
研修の最後に，全員がレポートを中国語で
作成し提出したが，聞いたところでは遠慮な
く問題点を挙げて批判すべきところは批判し，
感謝すべき点は感謝したとのこと。この研修
がよりよく改善されることを願うと同時に，
筆者もまた機会があればぜひ参加したいと思
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う。
なお，卒業式とお別れパーティが開かれた
が，その際には二通の証書をもらった。一通
は華東師範大学認定の「結業証書」，もう一
通は国家 による「外国漢語教師 培訓証
書」である。
３ 日本国内での類似した活動
さて，このような外国人中国語教師に対す
る課程は，実は日本でもいくつか実施されて
いる。例えば札幌大学孔子学院では，中国
語講座，文化講演，シンポジウム，スピーチ
コンテストなどのほかに，毎年「中国語教員
短期プログラム」を実施している。これは８
月に三日間集中して行う講座で，主に高校教
師などを対象としている。そのほかにも，５
泊六日で広東外語外貿大学で語学研修を行う
コースも設定している。
ほかに中国駐大阪総領事館教育室が主催，
西日本地区の各種学校の中国語教師を対象と
した「漢語教師培訓班」がある。これは２００８
年に始まり，２００９年も２月から１２月まで全十
回，毎月一回の講義が行われている。費用
は資料費として毎回１，０００円，一括の場合は
８，０００円となる。
時間割を見る限りは非常にレベルの高い内
容で，かなり専門的であると思われる。語音
と語法の二分野に分け，講師にはそれぞれの
第一線で活躍する専門家を揃えている。この
課程で八回以上参加すれば，孔子学院総部が
発行する培訓証書が発行される。
筆者も毎月一回大阪に通うのは可能ではな
いかと思ったのだが，西日本地区の教師限定
であったため，涙を呑んだ。
ぜひ東日本地区でもこのような課程を実施
してもらいたいものである。
そのほか立命館孔子学院では中国語教員研
修・養成プログラム，桜美林大学孔子学
院では２００６年より教員研修など，日本に
おけるすべての孔子学院で何らかの中国語講
師研修が実施されているようである。
４ 最後に
２００９年夏，上海での研修に参加できたこと
は，非常に有意義であり得難い体験であった。
このプログラムを教えて下さった先生，ご多
忙な中快く推薦文を書いて下さった先生，急
な依頼にもかかわらず健康診断書を即日発行
して下さった医療機関，会議など職務を欠席
することに理解を示して下さった先生，など，
多くの方々のあたたかいご支援，ご協力で無
事に一ヶ月を過ごすことができた。
生活も授業も何もかもが中国語という環境
は理想的であり，教育方法，語法，語音など
さまざまな専門的知識やノウハウを学ぶこと
ができたのも幸せであった。留学時代と異な
り，クラスメート全員が中国語教師だという
環境もたいそう知的刺激に満ちており，しば
しば文化による学生の違い，教授法の違いな
どについて熱心に語り合ったものである。
しかしこのような，せっかくの素晴らしい
機会をどれだけの日本人教師が知っているの
か，それが気になってならない。本論の執筆
動機はまさにその点にあり，拙文によって少
しでも多くの日本人中国語教師がこのプログ
ラムに参加するきっかけになればと，願うも
のである。
注
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 申請書は http：／／www．hanban．edu．cn／
content．phpid＝４１４８ でダウンロードできる。
 ベッドが二つあるが机と椅子は１セットで，
外国人教師はここを一人で使用させてもらった。
海外在住中国人教師は二人使用だったらしい。
３０００人民元以内で，ホームページから申請す
るようにとのことだったが，実際には希望した
ものすべてがもらえるわけではなかった。郵便
手続きのミスが重なり，実際に届いたのは帰国
日前日。さらには注文した書籍の大半が在庫切
れで入手不可能という状況だった。
http：／／zengshu．hanban．org／zsIndex．ciic
 なんと古い肉に濃い味付けをして出した食堂
もあり，客と大いにもめるという事件も起きた。
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 一度参加すると数年間は応募できないと聞
いたが，実際にどうなのかは定かではない。申
請書をホームページからダウンロードし，必要
事項を書き込み，書類を整えて，決められた宛
先に送るだけであるから，応募自体は非常に簡
単である。審査があって希望者全員が参加でき
るわけではないらしいが，日本においては応募
者がどの程度いるのか皆目見当もつかない。

 中国国家が，海外に拠点を置く中国語教育
組織。札幌大学孔子学院は現時点で，北海道唯
一の孔子学院である。
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
http://www.jacle.org/storage/kansaiworkshop09.pdf
参照のこと。
 ２００９年１１月から２０１０年２月まで。
http://www.ritsumei.ac.jp/mng/cc/confucius/09 k
_kyoin_bm.pdf 参照のこと。
 http://kongzi.obirin.ac.jp/KZAprogram 01.html
参照のこと。
 http://sapporokoshi.jp/link/index.html の
孔子学院リンクを参照のこと。そのほか，個々
の孔子学院で特色があり，ラジオ放送するもの
や子供に教える課程など様々である。
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